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１． 研究課題  

多くの国々が，人類の活動領域を広く宇宙に広げようとしている．国際宇宙ステーション ISS

を起点にして太陽系へと拡大し，最終的には有人の火星探査を目指している．有人宇宙探査

は，国際宇宙探査協働グループ ISECG が定めた国際協働による ISS の次の長期目標である．

有人宇宙探査には，多くの克服すべき技術的課題，膨大な費用が掛かるなどの問題があるた

めに，多くの国々が国際協働の形で，持続的に共通目標を掲げて取り組む必要がある．この

有人宇宙探査は，世界的に大きな流れが形成され始めている．日本はこれまで，多く地球観

測衛星，科学衛星，ISS，月探査かぐや，小惑星探査はやぶさなどの成功を収めてきた宇宙探

査先進国である．今後，日本が主導的な立場で無人・有人宇宙探査を，他の多くの国々と進

めていくためにも基盤となる科学・技術の継続的な研究が必要である． 

 

月・惑星の起源や進化の研究，宇宙資源の利用にあたり惑星全域にわたる化学元素成分情報

を取得することは不可欠である．宇宙機の軌道上から遠隔探査で天体の元素分布を計測する

唯一の方法は，核分光法である．天体表面から放出されるガンマ線や中性子を計測する事で，

天体表面の全域を構成する元素分布を求めることができる．また，中性子分光法は遠隔探査

で水の濃度を求めることができる唯一の方法である．高性能核分光計開発を核とし，月惑星

探査のための基盤となる技術を開発することで，月惑星探査技術の開発を目指す． 

２． 主な研究成果  

 「月面における氷粒子の静電採取技術に関する研究」の題目で、科研費 基盤研究(C)(一般)が決定し

た。間接経費を含む総額 2,470,000 円 

 JAXA より、「宇宙探査イノベーションハブアドバイザリーボード」の専門委員に委嘱された。 

 米国の科学技術雑誌 ScienceNews に、川本のインタビュー記事が掲載された。 

 https://www.sciencenews.org/article/electron-beam-space-moon-dust-zap-clean

-up 

 共同執筆の Advances in Extraterrestrial Drilling: Ground, Ice, and Underwater (川

本執筆 7.6.2 Electrostatic and Magnetic Regolith Transport and Capture)が、CRC 

Press より発行された。 

 IHI エアロスペース社から「月面ローバのレゴリス除去技術に関する質疑対

応」の委託業務を行った。 

  火星大気である CO2に含まれる粉塵の除去を目的とした静電脱塵機構を

開発し，80%以上の脱塵性能を実証した． 



 月レゴリスの搬送を目的とし，アクチュエータとして振動増幅機構を備えた振動搬送機構を開

発した． 
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５． 研究活動の課題と展望 

2020-2022 の予定で科研費を受託しているので，2021 年度もこれを中心に研究を行う．さ

らに，月面における氷粒子の採取（下図参照）に関して JAXA と連携して研究を行う予

定である． 
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